職種：インストラクション　　職務：トレーニングジム

【概要】
　トレーニングジムのインストラクターとして、参加者とのコミュニケーションを通じて参加者が適切かつ安全に運動できるよう指導・支援する仕事をいう。

【仕事の内容】

トレーニングジムにおけるインストラクターの仕事は、「ジム・プログラムの計画と準備」、「ジムにおける実技指導」、「ジム・プログラム及び指導内容の評価と継続的改善」、「ジム・インストラクターへの教育・指導」に大別される。

①ジム・プログラムの計画と準備では、参加者の目的やニーズに合わせたトレーニングプログラムを企画したり、スケジュールを作成したりすることで実技指導の準備を行う。

②ジムにおける実技指導では、プログラム計画と当日のレッスンの目標に基づき、トレーニングジムのインストラクターとして機器・器具を用いた実技指導を行う。

③ジム・プログラム及び指導内容の評価と継続的改善では、プログラム及び指導内容を客観的に評価・検証し、目的達成に向けた継続的改善を行う。

④ジム・インストラクターへの教育・指導では、インストラクターに対して実技指導やカウンセリングを実施し、指導内容に関するフィードバックを行う。

また、最近、企業、学校、介護施設など店舗の外で行うプログラムも増加しており、「店舗外指導の立案・実行」も重要な仕事になっている。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際し、新卒者の場合は専門知識やスキルは問われない場合が多い。経歴者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われる。

（2） インストラクターは対人援助専門職であるため、お客様とのコミュニケーションを通じて共に成長の喜びを共有できるサービスマインドをもっていることが望ましい。

（3） 総合職と専門職のコース別管理を行っている会社も多く、前者（総合職）はインストラクターとして働きながらもイベント企画・運営や労務管理等の店舗運営実務も任せられ、後者（専門職）はインストラクターとしての専門性やスキルを磨いていくことが求められる。

【関連する資格・検定等】

· 健康運動指導士、健康運動実践指導者　〔財団法人 健康・体力づくり事業財団〕

· パーソナルフィットネストレーナー検定（ＰＦＴ）他　〔AFAA Japan〕

· NSCA認定パーソナルトレーナー（NSCA－CPT）他　〔NSCAジャパン〕

· アスレティックトレーナー　〔財団法人　日本体育協会〕

· ＣＰＲ、ＡＥＤ講習会　〔各種資格認定団体、各県のＡＥＤ普及啓発協議会など〕　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他、関連資格多数
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　２０２　個人教師
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